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「新時代」
青少年委員協議会　会長　泉市 清子

　日頃より青少年委員の活動にご理解、ご協力いただ
きありがとうございます。
　今年度は新メンバー10名を加え、42名の委員で活動
しております。
　様々な要因が重なって、以前のように全員が集まれ
る場所・回数・時間が少なくなりました。また、多忙
な生活の中では青少年委員としての時間のやりくりに
日々努力しています。委員同士の雑談、各自の地域活
動であったことを話し相談する時間は激減。一人また
は二人で悩み、孤独を感じている委員も少なくありま
せん。
　地域を3つに分けたブロック別や全員で集まれる時
には、「教育ビジョン2022：みんなのしあわせを創る
杉並の教育」について理解を深め、自分たちのできるこ
とは何かを探る時間に費やしました。はじめは読めば
読むほど深みに入りモヤモヤしていた委員も、短い時
間でも濃密な対話を重ねるうちに、悩んでいるのは自
分だけではないことを知り、委員間に不思議な連帯感
が生まれました。研修で牧野先生や増田前会長からの
お話を伺った時には、力まず自信をもって活動すれば
よいのだと、霧が晴れたすっきりした気持ちになれた
ようです。
　私が会長に就任した日、「委員一人ひとりは個性豊
かだけれど、同じ志をもった良い仲間であること」「青
少年委員協議会は委員一人一人にとって居心地の良い
ホームであること」と全員の前で話しました。みんな
のしあわせを創る当事者であるためには、自分自身が

「しあわせ」でなくてはなりません。来年度70周年を迎
える青少年委員協議会のしあわせな新時代は、未来は
……これからも委員全員で探っていきたいと思います。

「新しい景色」を目指して
杉並区教育委員会事務局 学校支援課長　宮﨑 敬司

　昨年、4年に一度のFIFAワールドカップがカタール
のドーハで開催されました。2050年までにW杯優勝を
掲げる日本サッカー協会はいまだ届かぬベスト8以上
を「新しい景色」と位置づけてこの大会に挑みました。
結果的には、悲願のベスト8進出はならず、「新しい景
色」を見ることは叶いませんでしたが、日本にとっては
これまでにない収穫を得た大会となりました。
　さて、早いもので、もう1年の活動のまとめをする時
期になってしまいました。この1年を振り返りますと、
コロナ禍で中止・縮小していた地教連・地教推の活動
の再開や、すぎなみ舞祭、中学校対抗駅伝大会への応
援従事など、まだまだコロナの影響や様々な制約が残
る中での活動に、少なくないご苦労があったことと存
じます。また、令和4年度は教育ビジョン2022スター
トの年であり、ビジョンについての意見交流会や委員
研修、地教連・地教推の運営へのビジョンの反映など、
ビジョンの地域への理解促進にご尽力を賜りましたこ
と、心より感謝申し上げます。
　来年度、令和5年度は青少年委員制度発足70周年を
迎えます。70年を振り返りながら、また、次の10年に
想いを馳せて、「みんなのしあわせを創る杉並の教育」
が豊かに育ったその先にどんな「新しい景色」が待って
いるのか。子どもたちがどんな「新しい時代」を見せて
くれるのか、ワクワクしてしまいます。これからも皆
様のご指導を賜りながら、一緒になって考え、取り組
んで参りたいと存じます。今後も引き続き、未来を拓
く青少年の育成のためにお力添えをいただきますよう
お願いを申し上げます。
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青少年委員は、各地区の青少年育成委員会からの推
薦をうけ、教育委員会から委嘱されています。各小学校
区に1名の配置で、現在42名の委員で活動しています。

新型コロナウイルスが感染拡大してから3年になりま
す。世の中も少しずつ動き始めていますが、まだまだ先
が見えず不安な日々が続いています。子どもたちには、
この予測不能な時代において、前向きにたくましく、明
るい未来を切り拓いていってほしいとの思いを込めて、
引き続き「地域で育てよう　未来を拓く青少年！」をテー
マに掲げています。

青少年委員は各担当小学校区において、小学校、児
童館、幼稚園、保育園、子供園、町会などのメンバー
で構成される「地域教育連絡協議会（地教連）」の事務局
として、懇談事業や子ども地域活動促進事業（子促）を
行っています。また、天沼中学校区、高円寺地区、杉
並和泉学園校区、神明中学校区では「地域教育推進協議
会（地教推）」の事務局として、地教連よりも大きな枠組
みで地域での多様な活動を行っています。昨年に引き
続きコロナ禍での活動は、各中学校区において話し合い
の上、開催又は中止しています。なるべく中止とならな
いようにコロナ禍でも出来ることを考え、工夫して新し
い形で開催しています。

今年度の青少年委員協議会は、コロナ禍でも柔軟に
対応できるように、①オンライン、②杉並区を3つに分
けたブロック会、③全員対面式、の3つの方法で全体会

を行いました。それぞれの特徴を生かし、少人数でのグ
ループトークや、情報共有、研修を兼ね、自己研鑽と意
識の向上に努めました。それに伴う三役会や役員会は
毎月開催しています。

協議会には研修部、広報部、地域交流部の3つの専門
部があります。

研修部は、行政主催の基礎研修（青少年委員として必
要な知識を学ぶ）、委員研修（充実した活動のために学
ぶ）、実技研修（活動のために必要なスキルを学ぶ）に積
極的に関わっています。また協議会主催の自主研修を
企画・運営し、青少年委員の研鑽を図っています。

広報部は「青少年委員だより」を年２回発行し、活動
の周知を図っています。また、一年間の活動をまとめた

「青少年委員実践集録」を作成しています。
地域交流部は、主に青少年を育成する団体との交流

を企画・運営していますが、今年度は、放課後等居場
所事業者との交流会を開催しました。

協議会は今年度より東京都青少年委員会連合会から
退会し、杉並区内での青少年委員本来の活動を見直し、
子どもたちのために何が出来るかを考え活動を行ってい
ます。

また、区内行事の派遣活動として、すぎなみ舞祭、
中学校対抗駅伝大会、ファミリー駅伝に参加協力しまし
た。他、区内青少年活動に関わる委員会等にも多数出
席しています。　　　　　　　　　　　 （岡田 美津江）

【青少年委員協議会報告】

令和4・5年度活動テーマ　「地域で育てよう　未来を拓
ひら

く青少年！」
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【ブロック活動報告】
第1ブロック

『世界的パンデミックを経て、今もなお第8波のあおり
を受けている昨今、私たちは何をすべきか？』と考えた
時、『１つではない解を数多く得ることは、とても重要
なことだ。』これは１ブロックに在籍する、ある青少年委
員の言葉だ。

今年度は『教育ビジョン2022』を理解するため多くの
時間を費した。ブロック別で行われた会議ではアット
ホームな雰囲気の中、皆の考えや経験、具体的なエピ
ソードなども加わり大いに盛り上がった。あたかも気軽
なおしゃべり風なのに、その実態は杉並区の未来を担う
子どもたちへの熱き思いが端々に…。そのかいも有りか
無しか、委員同士の共通理解を得てさらにそれらを深め
ることが出来た大変有意義な時間となった。

コロナ禍で機会の減っていた我らのコミュニケーショ
ン、我ら1ブロックでの会議ではその重要性を各々が改
めて実感した。この様なコミュニケーションを私たちは
地域や学校そして子どもたちと繰返し繰返し続けること
の意味をすでに知っている。

おそらく、今後の活動の中で幾多の難問や対応に困る
事に直面する時もあるだろう。そんな時の仲間の怒り顔
や悩ましい顔が思い浮かぶのもしかり。しかし、私たち
はこれからも子どもたちと関わり、地域と関わり、学校
と関わり、こんなにも柔軟に懐深く対応し、良いも悪い
も丸っと受けとめるこの絶妙な感覚、そして時には優し
いだけではないピリッと厳しい判断をしていくのだ。解
は１つではない、縦横無尽に増殖し続ける未来のように。

改めて言う！
『我ら１ブロックは精鋭たるメンバーの集りだ。』
という面白い話。　　　　　　　　　　　 （山﨑 愛）

第2ブロック

今年度の2ブロックは新しい委員4名を迎え、14名で
のスタートとなりました。しかしながら、またもコロナ
と付き合いながらの１年です。

ブロック研修は9月8日（木）に環状七号線地下調節池
の見学を行いました。環状七号線の広大な地下トンネ
ルのおかげで、水害が多発した神田川流域の浸水被害
が激減しています。実際に地下トンネルに入ってみる
と、その広大さに圧倒されました。また、見学後にはラ
ンチにも行くことができ、新しい委員とも親睦がはかれ
ました。

7月と10月に行われたブロック別定例会では、距離感
がぐっと縮まった中で密度の濃い意見交換会を行うこと
ができました。地域・学校・青少年委員、それぞれの団
体の横のつながりがうまくいっている地域、うまくいっ
ていない地域の差が浮き彫りとなりましたが、ブロック
内で思いの丈を話すことができ、改めて話をすることの
大切さを、皆が実感したのではないでしょうか。

１年が終わろうとしている今、コロナ禍での制約はあ
りましたが、私たちは青少年委員としての経験を通し
て、固い結束と深い絆が生まれたと思っています。今
後もコロナとの共存になるかと思いますが、「コロナ禍
だからこそできること」と考え、新年度に向けて、メン
バー全員が一丸となって元気に明るく協力しながら、更
なる飛躍を目指して邁進していきたいと思います。そし
て、あんなことがあったねと、マスクなしで笑って話せ
る日が来るのをひたすら願います。　　　　（目黒 由美）
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【専門部活動報告】
地域交流部

今年度もコロナ禍でのスタートとなりましたが、主
な活動である他の団体との交流会を、3年ぶりに開催
することができました。放課後等居場所事業者の皆様
をお迎えし、相互の情報交換の場となり、お互いの活
動を知る良い機会となりました。また、「ふれあい運動
会」、「ファミリー駅伝」への派遣協力を担当しました。

（若井 比呂子）

杉並区放課後等居場所事業者との交流会

日　時：令和4年9月2日（金）　10:00～

場　所：杉並区役所中棟6階　第4会議室

放課後等居場
所事業とは、こ
れまで、区の児
童館で小学生が
過ごしてきた居
場所機能を、小
学校内に継承し
充実を図るものです。放課後等に利用していない小学校
内のスペースを活用し、従前の児童館と同様、室内遊び
や外遊び、季節の行事やプログラムなどを行います。

杉並区では、平成29年4月に杉並和泉学園で初めて
実施され、令和4年4月の時点では14校で実施される
ようになりました。今回、この運営を委託されている
事業者と子ども・子育てプラザ、児童館の方々と8つ
のグループに分かれて懇談を行いました。学校の中に
学童クラブと放課後等居場所があるので子どもたちの
見守りがしやすい、安全に過ごせる、学校内に専用の
部屋があるので遊び道具などの片付けが必要ないので
帰りの時間ギリギリまで遊べる、近くの事業者同士で
プログラムを共有していて道具の貸し借りをしている
などのお話を伺いました。居場所事業のスタッフの
方々は、広い目で優しく子どもたちに接しているのだ
なとひしひしと感じました。

一方で、地域の方々の認知度は低いので、どうやっ

第3ブロック

今年度は、新しくなった教育ビジョンをもとに、委
員自らも「しあわせ」感のある活動にしていければと思
いながら、活動してまいりました。同じブロック内で
も、学校区ごと地教連の話をしてみると、違いに気付
いたり、共通の課題があったりと、改めてブロック内
の横の繋がりの大切さを感じる年になりました。

そういったところから、ブロック内の他校を知る
活動として、今年度のブロック研修は、「高円寺学園
見学」を実施致しました。新しい施設ということで、
ちょっとしたフリースペースやランチルームなど、多
様な利用が可能になりそうな教室以外の空間は、特徴
的と思いました。子どもたちもICTに親しんでいるよ
うで、複数のプリンターのあるスペースでは、小学生
が自分のタブレットからプリントアウトしている様子
も見ることができました。屋上では菜園や花壇も充実、
この日は快晴で富士山を望むこともできました。見学
後には、学園長をはじめ、学童クラブ運営団体の職員
さんともお話しする機会をいただき、放課後の居場所
や過ごし方について伺いました。

この夏、仙台育英高校野球部・須江監督の「青春っ
て、すごく密なので～」は、心を打ちました。青春と言
うには、些か年齢的には？？？な3ブロックメンバーで
はありますが、お互いの気持ちは「密」に、青春してい
るような「しあわせ」感のある委員活動を、心掛けたい
と思います。　　　　　　　　　　　　　（宮内 康子）
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研修部

今年度もコロナ禍が続く中、オンラインも活用しな
がら、予定通りの研修を行う事が出来たことで『対話
の大切さ』を実感した1年でした。
「あらためて、教育ビジョンを理解する」というテー

マの元、年間を通じて、各ブロックで度々意見交換も
行いました。『対話』によって、モヤモヤしていたこと
がストンと自分に落とし込めたり、他にも様々な気付
きがあったりしました。

3年ぶりに皆で出かけた自主研修は、ブロックを越
えた親睦の場ともなりました。久しぶりに皆で楽しく
話が出来たので、とても良かったと思っています。

また、研修部内でZoomのスキルアップをしたい！
と、順番にホスト役になり、Zoomミーティングを
7回行ってみました。画面越しでしたが、色々な話
をしたことで、お互いの距離が縮まりました。

来年度も『対話』を大切にしながら、皆で楽しく活動
できるヒントとなるような企画を考えたいと思います。

　         　　　　　　　　　　　   （山本 眞由美）

<基礎研修>
日　時：令和４年５月19日（木）　13:30～
場　所：区役所中棟6階　第4会議室
講　師：「青少年委員及び地教連・地教推について」
　　　　社会教育主事　中曽根係長

「地教連・地教推運営事務のポイント」
学校支援課家庭・地域教育担当　杉原係長

研修前半では青少年委員としての職務、また青少年
教育の特徴や委員発足となった歴史、新たに施行され
る杉並区教育ビジョン2022を通して、青少年教育で

て知ってもらうかが課題だそうです。コロナが落ち着
いたら、お祭りなどを実施して、地域の方々と関わり
たいと話されていました。
　3年ぶりの交流会、とても有意義な時間でした。子
どもたちにとって居心地のいい居場所が増えていくよ
う、私たち青少年委員も協力していきたいと思いま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　（椎野 玲子）

第59回　ふれあい運動会　中止

開催日：令和4年10月2日（土）
場　所：杉並第十小学校校庭（蚕糸の森公園運動場）

コロナ禍での開催に向けて実施方法の検討を重ねま

したが、参加団体の意向も踏まえ中止となりました。

第21回　すぎなみ名物ファミリー駅伝

開催日：令和5年2月26日(日)
場　所：杉並第十小学校校庭（蚕糸の森公園運動場）

　第21回を迎える今大会が4年ぶりに開催されまし
た。今回は30チームがエントリーされ、各チーム4人
でトラックを10周、1.5ｋｍを走りました。速さでは
なく、宣言タイムに一番近いチームが優勝となる中、
孫から祖父母という三世代チームもあり、好天の下ほ
のぼのとした大会となりました。地域交流部委員は受
付・誘導・放送を
担い、スポーツ推
進委員やチャレン
ジアスリートの小
中学生と交流しな
がら楽しくお手伝
いできました。

   （澁谷 薫）
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取り組むべきテーマは何か？を全員でディスカッショ
ンを交わして様々な考えを模索し学びあいました。併
せて杉原係長より、事務局運営を進めていく上でのポ
イントを学び確認しあいました。

今できることを考えて、今後も子どもたちの笑顔と地
域の絆のために活動を進めてまいります。  （田中 雅子）

<実技研修>
日　時：令和4年9月15日（木）　13:30～
場　所：オンライン開催　Zoomミーティング
講　師：イークルール株式会社　CEO イムソネ　氏
テーマ：「青少年委員のための癒しのアンガーマネジ

メント～自分理解と相手理解～」

　新型コロナウイルス感染拡大の社会全体への影響は
大きく、子どもから大人まで誰もが閉塞感や不安を抱
えています。できることなら、心から負の感情を取り
除き、日々穏やかに生活したいものです。
　今回の研修では講師のイムソネ先生から負の感情を
代表するアンガー即ち怒りへの対処方法（アンガーマネ
ジメント）を学びました。怒りは、不安や疲れ等のスト
レスが心に溜まったところに、イラっとする出来事が
投じられ発生します。こうしたストレスを我慢するの
ではなく、減らす工夫が大事なのだと気づきました。
　たとえ怒りの感情が生じても衝動が抑えられるよう
に、「こうあるべきという価値観」が独りよがりになっ
ていないか、「こうして欲しいという相手に対する要
求水準」が高すぎないか、「こうなりたいという願望」

に固執していないかを思考する訓練が重要です。
　頭で理解はしても実行に移すのは難しいところです
が、「アンガーマネジメントは才能ではありません。
練習すればするだけ上手になります」という先生の言
葉を信じて、習得したいと思います。
　研修はリモートでしたが、事前アンケートやデジタ
ル技術により双方向に演習が進み、あっという間の有
意義な2時間でした。　　　　　　　　　 （新留 敬子）

<委員研修に向けての意見交換>
　11月10日（木）の委員研修にむけて、ブロック別定
例会・全体会で意見交換会を行い、事前学習を行いま
した。

日　時：令和4年7月14日（木）　13:30～
場　所：1ブロック　西荻地域区民センター
　　　　2ブロック　コミュニティふらっと永福
　　　　3ブロック　和田区民集会所
　杉並区教育ビジョン2022の「一人ひとりが教育の当
事者として心がける（5つの）視点」を取り入れて何が
できるかについての意見交換と、地教連、地教推の構
成メンバーについての情報交換を行いました。

日　時：令和4年10月20日（木）　13:30～
場　所：1ブロック　西荻地域区民センター
　　　　2ブロック　永福和泉地域区民センター
　　　　3ブロック　和田区民集会所
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　教育ビジョンの5つの視点を活動に取り入れて気付
いたことを実践してみてどうだったか、実践例や今感
じる課題などの意見交換を行いました。（中尾 由加子）

<委員研修>
日　時：令和４年11月10日（木）　14:00～
会　場：杉並区役所中棟6階　第4会議室　
講　師：東京大学大学院教授　牧野 篤　氏
　　　　前青少年委員協議会会長　増田 由巳子　氏
テーマ：「あらためて、教育ビジョンを理解する」

　約10年ぶりに杉並区の教育ビジョンが策定され、「み

んなのしあわせ
を創る杉並の教
育」が掲げられ
ました。子ども
たちの未来に大
きく影響する教
育は社会にとっ
て重要で、私た
ち大人にとって
も大きな関心事です。今回の委員研修では審議会会長
を務められた東京大学大学院教授の牧野 篤さんと、前
青少年委員協議会会長であり審議会委員だった増田 由
巳子さんから、その基本的な考え方や青少年委員の活
動とどう結びつくかについての講義を受け、グループ
トークで理解を深めました。
　先行きを見通せない今の時代、子どもたちは生きる
力、即ち未来を切り拓く力を備える必要があります。
それと同時に大人も「人生はいろいろあるけど、悪くな
いな」と思える環境を整える責任があります。様々な人
が集い、互いに受け入れ合う地域の中での体験活動の
大切さを再認識しました。
　また、学びのプロセスとしてAAR循環「楽しいこと
がやってくると思ってわくわくする(Anticipation)→
やってみる（Action）→振り返り(Reflection)→」をどう
取り入れていけるかにも興味が湧きました。
　教育ビジョン2022の先に見える「誰もが社会の創り
手として共に生きる社会」、さらには、「誰もが自分ら
しく生きることができる『みんなが創るまち』」の実現が
楽しみになった研修でした。　　　　　　（新留 敬子）

杉並区教育委員会ホームページより
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広報部

青少年委員の活動を多くの方々に理解していただ
くため、年に2回「青少年委員だより」を発行していま
す。さらに1年間の活動のしめくくりとして、「実践集
録」を発行しています。

青少年委員の活動をわかりやすく紹介するとともに、
特集やテーマを設けて現状や課題点を共有できるよう
な紙面作りを日頃より心がけて、広報紙を作成してい
ます。

7月に発行しました「青少年委員だより79号」では、
自分の地域の担当の青少年委員の名前と顔がわかる
ように、ブロック毎に分かれた地図と合わせて顔写真
とともに担当校を紹介しました。学校へ行く機会がま
だまだ少ない今、マスクを外した顔写真入りの広報紙
を発行することはとても意味があったのではないかと
思っております。

また、3月に発行しました「青少年委員だより80号」
では、11月に行われた委員研修をはじめ、教育ビジョ
ンをテーマとした取組を特集しました。今年度より教
育ビジョンが新しくなったことを踏まえ、新しい教育
ビジョンの内容を学びながら、私たち青少年委員が地
域でどのように活動していけばよいのかを考える機会
となりました。11月の委員研修のために、7月と10月
のブロック別全体会で「自分たちにできること」という
テーマでグループワークを行い、意見交換をしました。

少しずつ日常に戻りつつありますが、このコロナ禍
において、青少年委員として何ができるのか、広報紙
を通じてお伝えできればと思っています。発行にあた
りまして、ご協力いただきました皆様方に感謝を申し
上げます。　　　　　　　　　　　　　（中尾 由加子）

<自主研修>
日　時：令和5年1月19日（木）
場　所：国立国会図書館　国際子ども図書館
内　容：国際こども図書館見学　全体会・懇親会

　心地よい冬晴れ
の中、今年度の自
主研修として『国際
子ども図書館』の見
学に行ってまいり
ました。
　明治39年に帝国
図書館として建設された建物を保存・再利用して開館
した国際子ども図書館の建造物は、天井の彫刻や吹き
抜けの大階段の手すり、天井から吊るされたシャンデ
リアなどすみずみまで美しく、またルネサンス様式の
落ち着いた雰囲気に感動し、こんな素敵な図書館で読
んだ本はより強く子どもたちの感性に響くのだろうと
いう感想を持ちました。
　いくつかの部屋分けられた児童書は、海外の本、ま
た外国語に翻訳された日本の本、昔の本などとても多
様で、子どもだけでなく大人の感性にも訴えかけてく
るものがありました。デジタル化が進み、読書もスマ
ホやタブレットでできてしまう時代になりましたが、
紙の本のぬくもりは深く子どもたちの胸に刻むものが
あると感じました。
　国際子ども図書館の使命に、子どもにとっての読書
活動は「言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創
造力を豊かにし、人生を深く生きる力を身に付けてい
く上で欠くことのできないもの」とあるように、読書
活動が子どもに与える影響は計り知れません。これを
再認識しコロナ禍で中止を余儀なくされている読み聞
かせの活動や読書を通した地域活動の推進を心に決め
た委員もいたのではないでしょうか。
　童心に帰って児童書に触れ、改めて読書の素晴らし
さを知ることができた有意義な研修となりました。

（渡辺 春香）
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【協議会活動】

第13回すぎなみ舞祭

開催日：令和4年10月16日（日）
場　所：下高井戸おおぞら公園

令和4年10月16日(日)下高井戸おおぞら公園にて、
「すぎなみ舞祭」が開催されました。

朝から大勢の人が行き交い、散歩に来られた方も足
を止めて、舞祭の開催を気にしてくださいました。

コロナ禍で縮小されての開催だったり、中止を余儀
なくされたりと、この2年開催することが難しかった
のですが、今年は舞祭大会、オープンステージと以前
と変わりなく開催することができました。

私たち青少年委員は、Tシャツや缶バッチなどの
グッズ販売と、本部にて参加者受付・総合案内・各賞
の表彰状の印刷など、さまざまな運営のお手伝いをし
ました。

ダンスチームは舞祭大会で24チーム、オープンス
テージで17チームの参加があり、参加チームは皆生
き生きと楽しそうに踊っていました。すぎなみ舞祭の
ホスト役であるシーダーユースによる、すぎなみ舞祭
の総踊り曲で新曲の「舞え、未来へ」のお披露目や、ダ
ブルダッチのパフォーマンス、新曲「舞え、未来へ」を
歌ってくださった庄野真代さんをゲストにお迎えして
のトーク等々盛りだくさんの内容で、大盛況のうち、
終了となりました。

久しぶりの大きなお祭りに観客も多く、満喫してい
る様子に、少しずつではありますが、元の生活に戻り

つつあるのだなあと感じました。まだまだ油断はでき
ませんが、「すぎなみ舞祭」が来年もできますようにと
願うばかりです。　　　　　　　　　　　（小林 朱実）

中学校対抗駅伝大会2022 （第23回）

開催日：令和4年12月11日（日）
場　所：都立和田堀公園陸上競技場（済美山運動場）

とても澄みきった青空のもと、杉並区内の中学校
24校、南相馬市から1チームが参加し駅伝大会が開催
されました。

開会の挨拶は岸本区長です。「一緒に走りたくなる
程、天候に恵まれて、ランニングシューズを持ってく
れば良かった。」と話されてました。オープニングは井
荻中と中瀬中の吹奏楽部の“風になりたい”と“RPG”の
演奏です。とてもリズミカルで 元気の出る演奏でし
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【委嘱式】　

日　時：令和4年4月7日（木）　13:30～
場　所：区役所中棟6階　第4会議室

 

新しい任期となり緊張と希望を胸に委嘱式が行わ
れ、新しく委員になられた方々ひとりひとりに白石教
育長から委嘱状が手渡されました。

教育長からは、青少年委員の役割は“しあわせにす
ること”、そして好きな言葉が“和

 わ げん あい ご 
顔愛語…和やかな笑

顔と思いやりのある話し方で人と接する”とお話があ
り、どちらも、とても心に響きました。

本年4月から 「みんなのしあわせを創る杉並の教育」
を掲げる、杉並区教育ビジョン2022 がスタートしま
した。青少年委員の役割は“しあわせにすること”。身
近な地域で人と人、家庭や地域をつなぐ青少年委員の
活動は、「みんなのしあわせを創る杉並の教育」を豊か
に育て続けるために、大きな役割を果たします。

各小中学校区ごとに委嘱される青少年委員は2年の
任期で、今年はその最初の年です。各担当小中学校区
での「地域教育連絡協議会」、「子ども地域活動促進事
業」や地域教育推進協議会の運営を担い、“すぎなみ舞
祭”や“中学校対抗駅伝大会”などの杉並区のイベント
にも協力します。子どもたちの活躍の場や笑顔を増や
し、地域の大人たちの絆がより一層深まるように活動
して参ります。

子どもたちをしあわせに、地域をしあわせに、その
ためには自分自身がしあわせを感じなければと思いま
した。　　　　　　　　　　　　　　　　（会田 洋子）

た。アナウンスは泉南中の演劇部。わかりやすくハキ
ハキと走っている中学生の様子を実況してくれました。

競技は、運動場に戻ってきてからもデッドヒートを
しながら順位を上げて襷を渡そうと激走していたり、
差があったとしても気を抜かずに必死に走りきろうと
する姿が見られました。走り終わって倒れこんでしま
う子もいて、看護係の方にサポートしてもらっていま
した。

優勝は女子も男子も大宮中でした。2位を大きく引
き離しての1位です。喜びいっぱいに両手を挙げて
ゴールテープを切っていました。南相馬のチームも大
健闘でした。

青少年委員は、当日は会場の出入口の管理を担当し
ました。中学生は元気に「おはようございます」の挨拶
をして会場に入っていきました。わたしたちも、練習
の成果が出せるようにと気持ちを込めて笑顔で「おは
ようございます」と返しました。　　　　 （会田 洋子）
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【活動風景】

子ども地域活動促進事業
第1ブロック

杉森中学校区（杉森祭） 

第2ブロック

西宮中学校区（西宮冒
アドベンチャー

険記〈部活体験〉） 富士見丘中学校区（浴風会花だん作り） 

第3ブロック

泉南中学校区（アンネのバラ保護活動） 松ノ木中学校区（ふれあいコンサート） 

中瀬中学校区（中瀬フェスタ2022） 
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地域教育連絡協議会等 地域教育推進協議会
第1ブロック

東原中学校区
（地教連メンバーの顔合わせおよび活動紹介） 

神明中学校区（神明祭） 

天沼中学校区（防犯教室） 

杉並和泉学園校区（第5回いずみ図書フェス） 

高円寺地区（第10回ゆめ音楽祭） 

第2ブロック

高井戸中学校区（みんなのしあわせを創る教育
～地域・家庭・学校の協働の取り組みを通して～） 

第3ブロック

阿佐ヶ谷中学校区（共に生きる社会の教育ビジョン
～杉並区教育ビジョン2022を生かす～） 

【活動風景】
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　私は青少年委員になり母校の担当をして、地域の様々
な行事に携わることになりました。昔から当たり前にあっ
た行事は今、コロナの影響や運営に関わってくれていた
方々の高齢化により、存続の危機に面しています。
　先日、息子たちと見に行った映画「すずめの戸締り」の
中で主人公の草太は「本当に大事な仕事は見えない方が
いい」と言っていました。
　この3年間は、日常生活の中にどれだけの見えない大
事な仕事をしてくれている人がいて暮らしていたかを考
えさせられる機会となりました。

　そして地域の方々もまた子ども達を思い、見守り、活
動を続けてくださっていたか。
　小学生の頃の私は、そんな大人たちの思いには全く
気付かず、盆踊り、お神輿、スケート教室を楽しんでい
ました。その幸せな時間を一つでも多く子どもたちに残
して行けるよう、大人になった今その方々の思いを引き
継いで行かなければならないと思っています。これから
も地域のつながりを大切に新しい考えを取り入れ、楽し
く青少年委員の仕事に取り組みたいと思います。

（神明中学校区　栗原 由香理）

【絆を深める地域活動】

　青少年委員になって約2年が経とうとしています。
青少年委員のみなさんはすごい方ばかりで、PTA本部
の経験もない中学生も育てたことのない私はあまりに
も力不足で、「勉強をさせていただきながらがんばりま
す！」という気持ちで今まで活動してまいりました。
　そんな活動の中でも、コロナ禍ではありますが、だ
んだんとイベントなどが再開し始めた今年度…3年ぶ
りに開催されるおまつりやイベントを、目を輝かせて
楽しむ子どもたちの姿に熱いものがこみあげました。
　また、子促事業を通して中学生と交流してみると、
思った以上にみんな素直でかわいいなと思う反面、い
ろんなことを考えているし実行もできるし、自分が役
に立つことや感謝されることを喜んでいるように見え
ました。

　小学校PTAでお母さんたちに交じって楽しくコーラ
スをさせてもらっていた時です。
　「今度引っ越すことになったので、私の代わりに青少
年委員やってみません？」「青少年委員？」「そう。今度、
中学校でイベントやるから見に来て下さいよ。」それが全
てのきっかけでした。生徒たちの楽しそうな笑顔があふ
れていたことを覚えています。
　私が生まれ育った杉並、宮前。自分が育った町で、
学校で子どもたちも育っています。亡くなった両親が私
の名前に託した「孝行」を地域や町、学校に向けてみよ
うと思いました。とはいえ民間のサラリーマンとして働
く身。公休を活動に合わせて取ることもままならず、地
教連に子促活動、育成会と決して満足のいくどころか、
周りの方々に迷惑を掛けるばかりでした。そして2年間
のコロナ禍が過ぎたサッカーワールドカップイヤー、仕
事も一段落して担当も一人となって火が付いたというと
ころでしょうか。日本代表のように前に後ろに右に左に

　青少年委員として子どもたちに『しあわせ』を感じて
もらうお手伝いをしようとしていたのに、こちらのほ
うが『しあわせ』をもらってしまう、子どもたちにはそ
んなパワーがあると強く感じました。
　この様に、杉並区の教育ビジョン2022についての研
修会や懇談会等でテーマとなってきた【子どもたちに
とっての『しあわせ』について】を今までとは違った視点
で考えたり、子どもたちを見守るようになりました。
　2年間足らずで何か私がお役に立てたのだろうかと
不安に思う日々ですが、勉強させてもらうだけでなく
お役に立てるように少しずつ成長しながら、これから
も絆を深める地域活動に尽力していけたらと思います。

（泉南中学校区　渡辺 春香）

1mmの可能性も見逃さないよう走り続けました。(笑）
　ところで、青少年委員の役割は、地域と学校もしくは
地域と地域を結んでいくパイプ役と言います。しかしそ
の役割を果たすには対話に対話を重ねていくしかないと
感じています。子どもたちの教育環境を支える地域には
多彩な考え方や見識、知見があります。それを繋げて
新たな価値を生み出すこと、躊躇せずアップデートして
いくことが新たな絆を深めていくものと思います。
　またかつてとは違う共働き環境の中でご協力いただ
いている方々には、その立場を尊重し本当に感謝の念を
もって接し、最小限の努力で最大限の結果が生まれるよ
うな仕組み作りに励まなくてはならないとも痛感しました。
　そうはいっても多くの方々のご理解とご協力に支えら
れて成り立っていることを忘れずに、謙虚な姿勢で皆様
のご意見を拝聴しながら頑張っていければと思っていま
す。これからもどうぞよろしくお願いします。

（宮前中学校区　鈴木 孝一）

　絆を深める地域活動について

　地域活動を通して

　今までも、これからも
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　和田中学校区には、杉並区で唯一地教連がありませ
んでした。以前より地教連設置準備会として懇談会事
業や小学生対象の部活動体験などを行ってきましたが、
ようやく正式に設置となり、「地教連が必要なのでは」と
の声が上がってから6年の年月が掛かりました。私が青
少年委員になって3年が経ちますが、中学校役員を務め
ていた際に、前任の青少年委員より地教連についてのお
話を受けたのが始まりでした。青少年委員とは地教連と
は何かを理解するところから現在に至るまで、ご一緒く
ださる前任者には感謝ばかりです。設置に向けて地域の
皆様に地教連の必要性についてお話に伺うと、同じ校
区でも地域により地教連に抱かれる思いは様々で、和田
中学校についての思いも様々でした。決して良い印象ば

　青少年委員として活動して1年になろうとしていま
す。まだまだぺーぺーの私がこのページに何を書くこ
とがあるのかと、いぶかる方もおられるかもしれませ
んが、この1年を通して、私が見て、聞いて、活動した
事を、肌で感じた事を書きたいと思います。
　これまで、青少年委員と聞いただけで、何か難しいこ
とをされている方々というのが正直な印象で、まず私が
青少年委員となって皆さんと共に学び、考え、活動して
行く事など夢にも思わなかったのです。実際活動が始ま
ると、皆さんの考えの深さや行動する速さなどについて
行くのがやっとという感じでした。いえ、ついて行けて
なかったかもしれません。口をポカンと開けている間に、
色々なことが通り過ぎて行く。やはり私には荷が重すぎ
た!!というのが正直な感想です。心が折れそうになった

かりではなく、地教連が無かった年月の長さ、地教連が
無かった事で失われた校区内の連携の重大さを痛感し
ました。ようやく正式に設置となった今、少しずつでは
ありますが、校区内の各小学校とそのPTAの皆様、町
会の皆様、児童館の先生方などと顔を合わせる機会が
でき、今まで不足していた部分の情報を交換することが
できる、どのような方々がこの校区を支えてくださって
いるかを子どもたちが知ることができる、そんな環境を
築き始めました。地教連の設置までに頂いたたくさんの
ご理解や、これまでもこれからもご協力くださる皆様の
お力を、しっかりと子どもたちに還元できる地教連であ
りたいと思っています。

（和田中学校区　小森 梨沙）

ところを皆さんが笑顔で温かく声をかけてくださる事に
どれだけ助けられた事でしょう。少しずつではあります
が、活動していくうちに何となく活動していく意味が必
要不可欠であるのだと自分なりに考えました。「教育ビ
ジョン2022」、「誰もが幸せになれる」教育など素晴らし
い事だと分かっていても、それは感覚だけの話に過ぎ
ず、理解出来ているわけではありません。ただ、青少年
委員の活動はその名の通り、あくまで「子どもたちのため
に!!」この事に尽きるのだという事だけは理解できます!!
　皆さんに教えられた通りにしかまだまだ動けていませ
んが、それでも引き続き青少年委員の活動を続けて行
き、少しでもお役に立てるように頑張っていこうと思っ
ておりますので、これからもどうぞよろしくお願い致し
ます。　　　　　　　　　 （井草中学校区　小林 朱実）

　ようやく一歩、まずは一歩。

　絆を深める地域活動について

　我が家の子どもたちは地域行事が大好きで、毎年
楽しく参加していました。青少年委員のお話をいただ
いた時、家族からは「また母ちゃんが何か引き受ける
らしいよ、断ればいいのにね」と反対に近い言葉が聞
こえてきましたが、子どもたちに楽しい思い出をあり
がとうの気持ちと私が生まれ育った杉並への地元愛に
背中を押され、勝手にお引き受けしてしまいました。
担当の中学校区では以前より20年以上続いた子ども
地域活動促進事業の見直しが求められており、大人も
子どもも忙しいこのご時世、教職員の方々の負担を減
らし、保護者の皆さんがお手伝いしやすく、子どもた
ちが楽しんでくれる行事を模索するも答えが見つから
ないまま5年が経ってしまいました。今日の社会は個
人主義の時代と言われ、家族形態の多様化により人

と人とのつながり、地域とのつながりが希薄になって
いることは否めません。でも誰かと一緒に笑い、助け
合い、支え合う、私はそんな世の中であってほしいと
思っています。私自身も活動で散々悩み、青少年委員
という自分の立ち位置が分からなくなった時、愚痴に
耳を傾け親身にアドバイスしてくださったのは、青少
年委員や育成委員会の先輩方、学校支援課の皆さん
でした。活動から生まれる出会いやつながりに感謝で
す。新しい行事を定着させるにはまだまだ時間はかか
りそうですが、「青少年委員さん、今年は何をやって
くれるのかな？」と子どもたちがワクワクしてくれる、
そんな行事を地域の 方々と一緒に楽しく作っていきた
いと思っています。　　　（東田中学校区　鈴木 春乃）

　「新しい形で」
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